
0 4 0 2

あとがき

てんかんの特集号ということで，以前に⽛芸
術家と神経学⽜の特集（2021年 12月号）でドス
トエフスキー（Фёдор Миха́йлович Достое́вский；

1821-1881）とてんかんを取り上げて解説した
ことを思い出した。当時は，神経疾患として
のてんかんとドストエフスキーの作品に見ら
れる特徴をポリフォニーとして，両者を結び
つけて解説した。またその中では，てんかん
発作の原因にヒステリーと考えたフロイト
（Sigmund Freud；1856-1939）の説は否定されて
いるとも述べた。その後，解離性障害などに
関して学ぶ機会があり，もしヒステリーの症
状を解離性の症状として捉えてみると，ドス
トエフスキーの発作も心的外傷後ストレス障
害（post-traumatic stress disorder：PTSD）と関連し
た身体表現性障害や解離性障害の 1 つと想
定してできるのかもしれないと思われて
きた。
ドストエフスキーの生涯をたどってみる
と，幼少時から青年期にいたるまでさまざま
な心的外傷ストレスを繰り返し経験してい
る。その意味では，PTSDというより複雑性
PTSDの状態に陥っていたのではないかと考
えられる。精神的外傷による解離は古くは
ジャネ（Pierre Janet；1859-1947）が提唱した。
しかし当時の論敵でもあったフロイトは欲動

理論において幼児期の性的体験などを基盤に
したヒステリー論で，ジャネの心的外傷後の
解離の概念を否定していた。しかし，その後
の歴史の展開をみると，むしろジャネこそが
正しく捉えていたと考えられる。その点で
は，やはりフロイトのヒステリー説は，欲動
理論の範疇にあり，その点でドストエフス
キーを捉えててんかん発作の原因を議論する
なら否定されるべき説だったかもしれない。
心理学的な見地からウィリアム・ジェーム
ズ（William James；1842-1910）は自己とは⽛意
識の流れ⽜と捉え，ジャネを頻繁に引用して
意識の多層性を述べている。健常者であって
も意識の中に複数の流れがあり，解離という
状況にまでは至らなくても複数の声が心の中
にあることをジェームズは認めていたと考え
られる。ジェームズ自身も心的なストレスに
耐えず晒されながら，意識の状態の変容や解
離に深い考察を行った結果とも言える。
てんかんはその焦点が脳のどこにあるか
で，さまざまな症状を表現系としてもつ。そ
のため脳の働きを個性的に顕在化する。それ
だけに，てんかんの病態を正しく理解する必
要があると再認識した次第である。
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